日本放射線影響学会　旅費援助申請書
	ふりがな
氏　名
	

	
	

	所　属
	

	所属連絡先
	〒

	
	TEL：

	e-mail
	

	学　年
	

	会員番号
	数値7桁　　　　　　　　　　・　　入会申請中　（申請日：　　年　　月　　日）

	旅費援助について
	（　　　）過去に受けたことがない　　（　　　）過去に受けたことがある

	旅費（概算）
	\                　　　（明細は「旅費計算書」に記載すること）

	発表演題
	

	発表要旨
	

	指導教員

記入欄
	指導教員氏名：

	
	推薦理由（研究費からの援助が出来ない理由も記載して下さい）：



	
	研究室内での推薦順位：


交通経路および交通費を別紙「旅費計算書(申請用)」に記入し、パック旅行、飛行機利用の区間については申請金額の根拠となる書類(旅行会社(生協含む)作成の旅程表、見積書等)のpdfを添えて、申請書と共に提出して下さい。
「旅費計算書(申請用)」で申請して頂いた金額を基に、援助額を決定いたします。
「旅費計算書(申請用)」が下の注意点に沿った内容となっていること、注意点を理解したことを☑を入れて確認してください。
＜旅費計算においての注意点＞

· 援助の対象は「所属機関」から「学術集会会場付近の主要駅」までの往復の交通費とし、宿泊費、日当(大会期間中の宿泊先から会場までの往復の交通費)は含みません。ただし、同じ鉄道または航空会社を利用した場合の交通費のみよりも安くなる場合は、1泊付きのパックツアーをご利用下さい。
· 学割を用いた往復の運賃を基本として、往復割引、格安チケットの利用等により、交通費の節約に心掛けてください。
· 旅程は道路事情、天候などを十分に考慮して計画し、旅行中は余裕を持って移動してください。
· 申請内容に不備がある場合は援助額が減額される場合があります。
· 自然災害などやむを得ない事情により旅程が変更された場合は、援助額を増額する場合がありますが、予め十分に道路事情、天候などに考慮した旅程でない場合この対象とはなりません。
1人でも多くの学生会員に旅費の援助を出来るよう、ご理解とご協力をお願いいたします。
